








研究目的 

 HBIG-HB ワクチン併用により HB ウイルス母児感染予防を施行した児を長期追跡し,HB ウ

イルス(以下 HBV)感染予防状況，HBs 抗体保有状況及び,HB ワクチンにより HBs 抗体が陽性

になり能動免疫を獲得した後,HBs抗体がPHA法にて陰性でもHBV感染が予防されている根

拠に,In vitro で HBs 抗原の特異抗原に対する細胞性免疫能がどれぐらい獲得されている

かを検討した。この方法により,HB ワクチン投与者の HBV 予防能力の推定に利用できるか

検討した。 


